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王　はじめに

　農桑纏i営に齢いて、その目的は純収癒及び農薬所得の最大化であり、かつ

絃i碕迅雷に対しても費定性iを撮話していることであろうと忠のれる。従って、

収益の安定化鶴題を含めた収益最大化の乙丸として、縦営組轟の護梅宮も巣体

化され組ぱならないと、慰われる。

　もっと庵、収益安定化の問題は、農叢誌’法論に詮いても特別だ恥しい尚題

ではなく、従来より山鳥組灘：編成に冷ける一つの側蜘として論われてはきて

いる。しかしながら、プリンタマンの云うところの土辮利用手段共同、：±：地

刺網薬同、生虚物翠嫉§共i司の断論利用共溺1封係に代表iされるように、一応的

な醗営内講整として抽象的に言及されてきたにすぎないと思われる○

　地方保全を大繭提とし、さらに綾絹の節約と云った濤溢営内繭整として、時

間と空間との整含性をもたせた従来の醗営方式は、商贔種済の波が激化して

くるほど、時間的識整の余裕を失なわぜ、より短期的に対応せざるを得ない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘王）
方式を摂らせられてきていると恩われるのである。

　従って、臨紬杓識整の余裕が少なくなればなるほど、空尚的な広がり鵜縫

営麟積の砿大かつ経営集約性の高繁りが、それだけ朗意され絵ぱ、経鴬の麟

的を達旗さぜることが立山となるであろう。そこから、二宮の有利な作物ぽ

かりがことさら疋選ばれてくるものと云えよう。

　もっとも、工業と同様に、部門収益の比鞍を遍じて、その最大：なものに経

営を専門化させると云うことが正当なため疋は、①生嘘資源の完全なモビリ

ティ　③生麓物堀互繭の戯界代楼率一定、あるいは一定のアウトプットを得

るための釜インプットの比率の一定　と云う条件が満たされていることが必

要であるQそこでは部門交替の必六二は生じないし、都門結台を考える必幾

もない。蓑たは、黛作化した凝當にとって六諭を始め、多くの有利な粂件が

もたらされ「独占地代ゴが生じる場台などであって、これらの場合は、現実

の農菜にあってはなかなか満たされ難いので、実綜の農i漿磁i慮は、いくつか

の部門を持っている。
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　しかしながら、農蘂をとりまぐ乗！牛が、響向的護整の余裕を蒲少し、より

短遡的対応をとらし．めてくるような状1冗の下では＼鰻絹の節約と云った側翻

からの麗霧豹勾論整のみではなく、より霧縫雲的に、収撫に対する危i爽L弱避｛絹題

の倶i面も取鋤薫げた鵜i露頚織のあり方が瑛講されねばならないと思われるの

であるQ

　そこで、本稿では農三莱搬鴬の羅療を、収発綬大乞かつ双益安走化選好（醤1

に危険副遍i疋ついて）であるとする縦窺磁織鵜成ζついて瑛認をする鵡一歩

として、危駿麟避と云う側面での揮吻選訳が、，逢’露のこのような粂件の下で

実瑳されているのかを、事前分夢rを＝滅じて’演溺してみブこ｛ハQ

　分析対蒙として、煽！乍焼欝であろ十誘巾星門磐の震β衣を趨ひ、薫たそこ疋

お唾プる危酸脳邉的な；乍1｝勿選敷のあり．方を1英かiする一つの．幸．紋として、　リスク

・プログラミングの漣絹（ここでは熱餓dy－C撮｝d短灘モデル）を試み、さら

に、同村の！9芦の1猛霞〆こついて瑛，討を蕊iえ．たい。

　もとより、これらの分夢すで、　「収蕪鮫大4ヒかつ収益安走化」を溝是．させる

縫「撚の紺灘編敏：のあ参方疋答えられるものでシまないQしかしながら、羅i：拠の

彙郎漁弱ンζ諭いても危i輿慶1選欝」｝越1て対する1乍物！l塞択と麗鴬の条瞬＝について譲干

の示｝憂を得るものと：考える。

琵　リスク・ブ員クラミングの慨褻

　　リスク・プログラミング戴、猛’講の，嶺志決：竃淀澄いて、顧営諸粂件紀蝿し

　て畢趣的な気i撫が不光金で嫉あるが、γ走の礁峯勝家として予潔iされる知齢

拭態にある笏舎の磁「譲獣鵠賊ミであるQこの1艦脈で完・金な美砺簸をもち、薩定的

な一纐の予櫛1纏を7杉だ1くしうるものとする二趨常の融躍講す幽法とは無なる。また

補じ不充金知繊状態であっても・潅廉畢嶽としてとりあげず不礁夷溢下の尚

∴趣を徴かうゲ㎜ムの堆1論とも鑑別されているQ

　すなわち、生塵：遍・羨を蓮常の渤1撫売デルとi刺じよう」こ、蓬立1次’不寺式に

憲って把えながら転プロセス収益係数の期待縫と変動とに注毎して、フ磁
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セス収益係数の変勤の大きさをそれぞれの標準備差蓑たは分散で表わいさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注3）
ら嬢蜘髄関畿期散でもつて表わしう覇合の計紐デノヒであ．うP．

　そこでは回田1主は、変勃するプロセス釈益総額の期待纏が、　より高いこと

を好み、しかも、その変勧のより小さいことを璽むという慶1数をもつている

と仮定される。ここでβ繊dy℃韻d1鍵のモデルは、経営者が上記の意捗｛ミの効

用惣勲を恵つと前回しながら臨、一～定の効瀬粥穣（収益総獺の圭馨待緯：とその

分散あるいは擦輩偏差）に，藤じての効率点の三顧・を求める計編モデルであり、

収罎蹟系数が舗・鳶の纒三分・麗疋したがうという鯛撫のもとで、特定の効庸関数

を翻み入れた商己完糖約なリスク・フぬグラミング・モデルとは必別される。

従って、徽・定の甥麟i癬鍾な壽一定する必幾はなく、葦た三1又鷹係数：が必ずしも特

定の磯1峯分布ゾこし∫虹がうことを麟提にし左いため、縄ノイ麺勺という醤・徴をもつ

ている。

　蕪＄ady－Cと鴇α三erのモデルにt、趨常の融卿む寸麟モテル託澄をゴ’る技碗係磁な

ど疋関する毒賄む弾ミ琳二とともに、一定纏として2乎えるブ潔セス二型；頻感綴の動鮒待

　く
！i寵Zの水嬉を迷続的κ変化さぜながら・その繕氷蟻π対応する三三の分敵暢

を求めてゆく計蜘モデルであるΩ

い磯・喉」；プロセス技術係数

　　　Xj；ブ訟セス隊働7ζ簾

　　　i）ま；貿罫・二二嫁量

　　　むげ竣ス紳瞭纐

　　　σ∫k；ブ吐ス・」と・kとの紳・1燐の共二三（ある瞬煽篇kの挫

　　　　　　分散）

　　　　〈
　　　　猛；プロセス纏双益癒碗の麟待懲：

とすると

　　」気a晒≦b・　トい・eバ・・の　　ω
　　　　　　Xj≧o　　（戸1・段・…・の　　　　 （2＞

の制約乗件のもとで

　　含一日含．。．
　　　　」吋　 3　」
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を倉曇0から、蝦＆x倉へと連続的に変化させながら

　　　　　エユ　　　ま
　　h罷ち望渦σ」kX」X・　　　〈3）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注壕）
の最小値を求めてゆく尚題として設定される。

灘　リスク・プログラミングの適薦と考察

　α）分析対象農家の蓄妾

　分析ヌ寸象として選んだ中札内村は、畑作地帯であり、特に雑記・寮め蝶、

ビート等の生産が盛んであるQしかしながら、ビート、馬鈴薯なとの作樗は

年毎疋瑠刀日傾向を示しているが、黛類、小鳥は年次闘の凝議が激しく、反収

も変化が激しい。賦払より熱農振興が提出されてきているが、むしろ養矯、

養豚が薔及している傾向があるQ

　分析対象農家は、畑作専業経営であり、村内では・麓営面積規嘆で比面的

上位にあたる約30蝕aを保有している。乳牛は璽金の嚇から導入の計画は

臨たなく、馬i鈴薯、ビート、豆鱗、汝類、牧草なとを貌在では作暦している⇔

昭和φf〕年前後馬お・いては、噺だ豆鎖の作鰐が最も大きぐ、その後、馬鈴薯、

ビートに晶晶が移ってきている。恢油化疋ついては、比転的早く、紹和35

年にトラクター（32P．S．）を導入し憾6年のもの（45P．S．）と合わせて、

境・総2台痩乏している。籔た附属作菓徴なども、馬鋪霧、ビートの特用擬を

中心にして備えられ、比鞍的倣概化された磁宮と云える。労謝力は男子2名

と女子1名であり、厳近では鷹崩は少なくなってきているQ現在は、馬鈴薯

の反双を師1上させることが町営の目漂として海り、輪作、土地改艮にも努力

をしていて、総じて安定的なヂ優艮」農家と云えそうであるQ

　（2）　基礎数値の設定

　生涯：遍程に冷薫る労働なとの技編係数、及ひ制約量なとは、上記の縫営の

昭和唾6、墨7年の技術水準を基1雌としている◎収；益係数も回・練であるが、

　　　　　　　　　　注5）
北紐適「鴬．農方式例」　　　　　　　　　　　　も参：考にして設定したQ

　収益変勤指標として、略融32年から蛋6年までの12年蘭の中札内村の

　　　　　　　　　　　　　　　　一4ター



収益の時系別データを用い、分散・共分轍を誹測した。その際、複含物緬指

数（農；林生唾物、家計絢品、農叢崩晶の各指数に、それぞれ北！l學道跨家の篶家

支出に占める各晶図別支出割台をワエイトとした椥童平均値）を網いて、物

価水準の相対的変化にもとずく変勤を調整した。それを舞1表に示す。葦た、

第2表の単体表の初期越階に組み入れた生嘘プロセスは、分析対象農塚が取

り入れている生歴プロセスであるが、中れ内金体としても、作物の選択蜘錘

はこの撫腹：と：考えられる。しかし、篤鈴薯は戯豫用であり、ビートは移穂の

ものであるので、より集約教培を必妥とする食絹あるいは纏いも崩のプロセ

スや、移縮ビ…トとは特に燐礫繭後の生国過量に分いて異なる体糸をもつ薩

播ビートのブ獄セスは二考察外ン（麓かれてし筏つたQこれらのフ臆セス1てつい

ては嬬の微織疋考慮することにしたい。

第！表　11）a当り根収益の分散・共分散
（千円）
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第2表　初期解表　（中脱内、3◎鮎、a2入の経営）
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　（3）富山の結果と考察

　壌1凶は、計算結果をまとめ凶示し疫ものである。これは蓑た、対象農家

の現在の技術晶晶、資源隔子量のもとで考えられうる生唾磯会を示すもので

ある。

　横軸はプ瓜セス純収益総額の変動性旛漂とした収益の分散であり、縦軸は、

同　の収益分散氷晶のもとで期待載益積を高大とする作付構成と、その場含

のプロセス純収益総額の期待値を示している。そしてその組み合せを結んだ

　　　　　　　　ム
夷綴の軌跡が・（32　σ）効率点徽期待収益・分散曲灘である。
　　．　　　　　　　〈
　また破畿1は・3㎜2％　であり・プ・セス純収益総額の期待値から、その

漂準偏差の2倍を引いたもので、最癒プロセス純収益総額と云；りれ、ブ潔セ

ス純収益総嶺が正規分謝にしたがうものとするならば、この下限収益以下の

　　　　　　　　　　　　　　　一6一



純収益総額が実現する確率は、わずかα｛｝23にすぎないという意味をもつ。

この場合、実線の右下が簸哺訟鏡・。との組給ぜの鞭であり・左

上は不可能な組み合せの範囲であるQ齢線上は、一定の収益を期待するとき、

最も収益分散が小さくてすむ解を示す。
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経営収；益の分敵

（乃円）

　Heady℃瞭d箆rのモデルは、（〈z　・　σz）効率点の軌跡を求めるだけであ

り、Freu磁モデルのように、経営看の行動パラメータを勝表的に導入し、

最適解をこの軌跡上の1点に決定するものではない。従って最適解を一義的

に指滴できないが・仮に、繧営門の純収益総額の期待鷹とその分激との効層

函数が計測できるとするならば、それは：右上りの無差別曲融となるであろう

　　　　　　　　　　　　　　　　一7一



から、この醜線と効率点との接点が最適解としうる○

　第1厳によって考察を訪えると、まず、収益総嬢の賜待値を低い水準に知

いたときの無骨訪露は、馬適職、ビート、手亡など、それぞれ収益変動が比

較的安定した作吻が選ばれて、危険の少ない作毛韓虞を示していると云えよ

う○

　壊た、収益総額の期待億水三藁を高めてゆくにしたがい、収益の変勤性は大

きくなってゆき、作付権旗は、根菜の中でより安定している焦麟麟が滅少し、

ビートが蟻旗1し、豆類も争亡より不安定な金時や、幡羅収益が不安建：である

が収益性の高い小豆が入ってきている。

　小額の笏含、収益の裟Σ功が藩しいことから、収益変動もかなり大きい作物

になっていて、幽光作物として必ずし庵安定内なiノ鯵聖心と組み激ってはいな

い。

　大豆は・小豆などにくらべ七転的安諭した作物ζ思われるが・収益性が柚

対的に低く、作付雑威にのってこ壕いものと考えられ．る。

　卑．一作吻のそれぞれの那門叙益の変典係数は、馬鈴警39％、ビ～ト71

％、小豆16喚％、大豆88％、金蒔81％、手亡75％、／」＼笈圭？8％で

あるが、愚論収益諺語としての変轟係数を訂擁すると、　14～！6％の虚無

にあり、作物の組み台わぜが、危険副邉ゆ一一方法であることが分かるQ

　第3表は、分軟対嫁農家の奪村の）吠麗である。この農家は、待に篤註雪1薯を

中心に、ビ…ト、鋭：類を作付してきた。．健って、第1凶κ紛いて、馬鍮鞍が

鹸大に選ばれている、敷奮総嫉36〔｝万～380万、収益分叡2．5〔｝0万～
　　　　　　　　　　　　＼
3，〔｝00万円の範臨での行劫と催測されよう。（この経営の実絵の繊・得は、

熱砂尋7年で315万円、愚6年て37愚万円である。）豆類での堂上・品

櫨の内谷の多少の蓋と、小笈・囲女が譜幽モデルでは入らないのであるが、

収益安定的な馬鈴鞍中心の作付栴放であり、叙益安定選好型と云えそうであ

る。
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第3表　分析対象農家の作付の推移

馬鈴薯　ビート　小　豆　　粟　豆　大　豆．　小笈・牧草

φ8年 駐9 荏．8 53 4．6 a？　　a3

47 ？。◎ 二と5 磁9 65 4．7 姦。

46 ＆4 6，1 δ8 乞5 z8 25　　2漁

45 ？．4， 4。6 4．7 a2 4。9 53

由4・ 83 7．1 ao 53 4．9

蛋3 1之4， aO 歌？ 農．9 4．6

狸　危険園避1謂題と経営条件

　上記の比較的大きな顧積規模を庵つ国焼では、馬鈴鞍を中心に収益の安定

性を厳られていたと考えられたが、経営内の条件によって作物選択に棚違が

あるかどうかを、同村の19戸の町営の比較によって換帯する○第小里での

畏家香号①からゆ嘆では乳牛部門も組み入れている経営であり、⑫から⑲蓑

での経営は畑作：專業経禽であるG

　寮ず畑作＋酪農二二と二二経営とでは＼畑1二二懲ではやはり根菜作率が豆

作率より大きいと云える。しかしながら、翌作率自身もかなりのウエイトを

猛営内に占めている。この箏実は、勿論乳牛飼養の状況にもよるが、晶晶規

模（特に耕：地面横）の大きな経営などその二二がみられ、乳牛部門の導入に

よって耕櫨音i5門の整堆i、減少とならず並存されている。従って、畑作部門の

収入の猛営内に占めるワエイトはかなり高くなっている。

　畑野三二に澄いては、豆類のなかで特に大豆が畑酪縫営にぐらべ多くの経

営で作付されていて、最近の癒騰粂三に対応していると歎えよう。ビート、

．馬鈴薯にお・いても、むしろビートが中心作物と考えられている。馬鈴薯中心

の蛭営は、面積規模の大なる経當にみられる。

　黄債に関して・愚？年笈の菱偵還金額をみると、儂還金額が大きい詮営は、
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第告表 作付作物と経営の状況
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畑酪経営ではビートのワエイトが、畑専経営では豆頚やビート、特に豆類の

ウエイトが高くなっているQ

　小笈は、言納規模の大きな経営など一部の猛営が収り入れているにすぎな

い。お・よそ以上の事柄が読みとれると思りれる。

V　ま　と　め

　比軟的大きな霞積規模の畑作専心経営によって、リスク・プログラミング

の遍用を試み、期待収益最大一危険醐避の問題を検乱舞したことからは、特疋

馬鈴麺を毒心とする作付構放が、安定的な双益総類をもたらすと忠われた。

　中赴内村にかいては、略和30年代末から、争0年代初めにかけて、豆類

一辺働からビート、馬鈴薯などの根菜顛が、冷書に対する「安全作吻」とし

て奨励され、櫓3年には両作翅とも1，000ha以上の作付廊積となり、ビ

ートなどは徳2年には835至忠と前年の2倍の作付増加となっている。そ

の急増の背景には、ペーパー・ポット、移櫨機などの普及による春作漿の能

率向上と、大壷収獲磯械による秋作業の焔心向上が、穴きな責馬があったと

考えられる。

　馬錨薯も団橡疋、大垂戯械の霞網化・心向による／乍村蝦湘が酒断能疋なった

と思かれる。しかしながら、どちらかと云えば、ビート中心の作付玉成であ

る。これは各々の憾搭の間題と、ビート会祉によるビート生盧の磯械化など

に対する蛮金調達などの恩典、‘ ｳらに、馬鈴薯生鑑技術のむずかしさ等の間

題によるものと考えられる。

　lg戸の経営の事拗によると、面積規模の大きな溢営を腺いて、なとんど

がビート、豆類が中心であ9、むしろ安定的であり、より集約的萩培を必：妥

とする馬鈴薯を中心とする作付柄成をする余裕はないものと思われる。さら

に年面内の負闘察還金額の大小が、作付構旗に及ぼす影讐があると思われ、

継金娘の大きい笏舗、麓老の峰纏モ・錠選好は、（〈多　，σ21）効勲軌

跡上で、より：右にならざるを得ないと考えられる。
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　従って、農業経営に細ける危険回避の問題は、曲種規模を始めとする経営

規僕に関連する問題として：考えられねばならないと思われるQ

　以上、危瞼画避に：ついて作物選択と縫営の条件との関連を瑛討してきたが、

中札内村での事例分析からは、根菜類と云う謝冷作物と云われているものの

うちでも馬鈴薯が収益安定化に対して考慮されるべき作物であろうと輩匂し

得た。また収益安定化問題としての作勧選択は、麟横規模、負債の儀還：額の

大小など、絃i営粂件の差異によつて、経営閥で差異があることも指爾しえた。

　今後は、収益安定化問題に対し、経営規穣についての吟陳、選択される作

囲（特に畑作と詣：嘘部門）F簡の関連性の吟味など、より詳麟な懊討を通じて、

経営組織蹴成のあり方を懸詞する必妥があろう。

注1）時翻と空闘の睡夢性をもつ経営方式の具体化として、輪作が掲げら

　　　れるが、その輪作がなかなか実現できないと云う畢実は、商晶経騰

　　　が進化するに伴ない時闘的譲毒整の余裕が縮小することの一つの証左

　　　とも云えよう。

注2）リスク・プログラミングによる危険回避問題へのアプローチは最近

　　　盛ん淀なっているが、畑作尚題については特に、掬内一男・癌織豊

　　　光「畑作縫営に訟けるリスク・プ霞グラミングの適用」北癬遵農叢

　　　試験場彙織、第100号（19？2）に多くの示唆が具体的に示さ

　　　れている○寅た、堀内・福田「畑作心心に澄ける収益安定化の条i牛と

　　　経営者行動に関する勧究」同種魔窟麟究宅料紮2？号（1970）

　　　為参照されたい。

荘3）領た、毒魚係数を確悪変魏としたモデルも設定しうる。

注小）勧解はフロインドのモデルから引き出されようが、覆しくは、今村

　　　幸生f蔑芙総営設計の堤1｝諭と応崩」養魚堂（1§68）を謬照Q

注5）北海無縫叢改良再発行（！971）
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